


所在地：東京都文京区本郷
創 立：1944年（創業65年）
人 員：約240名（役員＋従業員）
売上高：約120億円
事業内容

医学・看護および関連領域の
書籍・雑誌・電子媒体の出版

新刊書籍 約160点 発行
月刊誌 32誌 発行
DVD-ROM(CD-ROM)製品
Web製品（個人向け・法人向け）
電子辞書
雑誌配信サイト MedicalFinder



1987/7 社内に「電子出版委員会」発足。研究に着手。

1988/5 社内に「EPタスクフォース」発足。開発に着手。

1991/7 最初のCD-ROM製品「今日の診療 CD-ROM」発売。

1993/10 社内に正式部署の「EP開発室」を設置。

1997/9 最初のパソコン通信配信「治療薬マニュアル」開始。
1998/9 最初のWeb配信「治療薬マニュアル」開始。
1999/4 電子ジャーナルの第1期試験配信開始。
1999/12 最初のダウンロード販売「変換辞書」開始。
2005/6 Web製品サイト「医学書院Library」開設。
2005/7 最初の電子辞書「看護医学電子辞書」発売。
2007/6 電子ジャーナルの第2期試験運用開始。
2007/7 第1回 電子出版アワード 大賞受賞。
2009/1 電子ジャーナルサイト「MedicalFinder」商用運用開始。



2005年から年1回発行。現在、第4版を発行中。
当社の全出版物中、最大の売上。



看護師、看護学生向け電子辞書

専門辞書10冊 ＋ 一般辞書26冊。年1回改訂。

店頭価格5万円弱（非再販商品）



蓋に当社のロゴ。

電機メーカー（カシオ）に製造委託するOEM方式。
OEM：相手先ブランド製造。

当社のブランドで製造し、当社のルートにて販売。



2007年 日本電子出版協会主催

自社ブランドの電子辞書を軌道に乗せた点を
評価頂けた様子。ありがとうございました。

第第11回回 電子出版アワード大賞受賞！電子出版アワード大賞受賞！



製造は当社のリスク。ハイリスク。

制作費は当社負担。在庫リスク。売れ残りは断裁不可。

当社出版物として販売し、ハイリターン。

ロイヤリティより圧倒的に高い粗利。

リスクを負ってこそ出版と自負。

単なるコンテンツの提供は出版とは言えない。

コンテンツを媒体に定着させ、読者の要望する形で
提供するのが出版の役目。



メーカー保証が必須。
保証書を発行。

初期不良対応・修理・サポートが必要。
書店・出版社の負荷。しかし思ったより少ない。

どこからどう見ても非再販品。
さすがに未経験。家電のノウハウを要勉強。

家電だが他の電子出版よりマシ。
家電だからインストール不要。
電池入れればすぐ作動。
書店、社内がすぐに理解。説明不要。
大部数につながる唯一の電子出版か？



出版物に保証書？

家電である以上必須。

自社ブランドのため、当社
が保証書を要発行。



パッケージの裏

(表4？)の表示。

ISBN、書籍コー
ドだけで流通。

家電だが出版物
として流通。





自社ブランド方式の採用により、媒体を利用者に

届けると言う、出版本来の役割が果たせた。

ハイリスクだがハイリターン。リスクを負ってこそ出版。

紙より高い需要。年間予定台数を発売初日に完売。

家電品ではあるが、要点を押さえることで、出版物

として出版社ルートに適合。

特に専門書出版社にはお勧め。



電子ジャーナル＝電子化した学術雑誌＝EJ

形態上：論文をネットで配信し、PC等で閲覧。

販売上：施設導入が主、個人購読は従。

施設内の全PCから、膨大な論文が常時閲覧可能 。

既に洋雑誌のEJが日本にも広く普及・定着。
（基本的に高額有料モデル。無料は一部。広告ではなく著者費用負担）

研究環境が激変。自分の机で論文検索、印刷。利便
性が格段に向上。EJは研究者のライフライン。

図書館業務も激変。管理負荷の軽減。
(貸出・返却・複写・未着・汚損・破損・紛失から司書を解放)



日本の雑誌販売
はこの11年で
28％減。

市場の1/4以上
が消えた！

ネットとの因果関
係が指摘。



一般誌より前の93年頃から減少開始。

ピーク比べ2/3程度の部数。

あきらかに構造的。特徴＝定期購読者の高齢化。

背景＝検索環境と複写サービスの向上。

→検索、ILL（図書館相互貸借）、コピー入手、定期購読中止

93年頃＝CD-ROM検索の普及期。

ある世代以降、情報入手習慣が変化。本棚→検索。

定期購読はある年代以上の習慣→高齢化。

以後16年。約1/3の世代が新世代。部数も1/3減。



日本の学術情報の電子化-絶望の現在と不安な将来-

土屋俊 2007年11月8日より。

NII（国立情報学研究所）のILLログデータ(1994-2006)の分析より。

大学図書館間のILL
（相互貸借）の推移。

洋雑誌の複写はEJの
普及により減少。

和雑誌が急増。逆転。

ILL→コピーは14年前
の5～6倍！



部数は減ったが、依然として読まれている。
習慣の変化。図書館や業者からコピー入手。
読まれているが売上にならず、出版コストが回収
できない状況。
ＩＬＬやコピーは司書さんの努力によってコスト減の
ように見えるだけ。効率の良い情報流通ではない。
EJの普及により、出版コストの回収と情報流通の
効率化をはかるべき。



物の販売から権利の販売へ。出版概念の変革。

和雑誌に「施設価格」を初めて導入。

ゴールはデスクトップ専門図書館の構築。
全発行物が、各自のPCから閲覧できる。

巨大なデスクトップ図書館（ユーザーは無料）。

行かなくて良い、借りなくて良い、返さなくて良い、

コピーしなくて良い、貸出中がない、休館日がない、

閉館時間がない図書館。

全ての専門職に不可欠なツールに。
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MedicalFinder：医学書院が構築・運営するEJサイト。

当社（関連会社）のほぼ全誌＝33誌を収載。

2003年1号以降の全記事、約50,000文献を収載。

1年半の試用期間を経て、今年1月より販売開始。

現在、医科大学、医療系大学、大規模病院などと契
約し、有償配信中。

将来は当社全書籍、他社雑誌・書籍も収載の計画。



医中誌Web（医学雑誌検索サイト）から、論文毎
に1対1のリンク。
引用文献中の論文の電子データ（EJ）へリンク。
海外文献へはCrossRefを経由してリンク。

CrossRef：クロスレフ。欧米の2,500社以上の出版社の共同出資に
よる非営利団体、および同団体が提供する、引用文献のＥＪにアク
セスするためのリンクサービス。

RSSによるアラート。
RSS:のWebサイトの更新情報を簡単にまとめ、配信するための
文書フォーマット。

高速な全文検索。
日本の出版社のサイトとしては、数少ない本格的
電子ジャーナルサイト。



法人サービス。

施設向け年額サービス。

洋雑誌で一般的なモデル。

パーソナル。

個人向け年額サービス。

冊子体に近いモデル。

ペイパービュー。

1記事毎の販売。

サイト上から販売。



専門誌は一般誌より、更に厳しい部数減。

幸い一般誌と異なり読者は減ってない。

検索、ILL、複写で膨大な情報から検索して必要

部分を入手。

行動様式の変化→新たな需要。EJで応えたい。

EJは紙の部数減を補完する役割。

但し、個人から施設モデルの転換が必要。



出版の使命は、情報の作り手から受け手に、望む形態
に加工して届ける（流通させる）こと。

紙か電子かはその手段に過ぎない。ニーズに合わせて
提供。現代は両方を提供すべき。

出版市場の縮小は誤り。紙市場が縮小しているだけ。

活字離れも誤解。単に紙離れ。必要な情報量は不変。

辞書と雑誌は共に、紙としては縮小市場だが、共に需要
は高い。電子も提供することで紙の縮小を補完。

出版人の紙への愛着も理解できるが、出版の使命のた
めに、電子的な手段も取込むべきでは。

電子の加工・流通をあきらめずに、自ら行う事が肝要。



創業後（1955年頃）に活躍した、当社自前の移動ショールーム。
昔も今も自ら媒体を作り、読者に届けるのが出版社の使命と考えます。


